
第８回“夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しております。） 

 

【『夢』いっぱい賞（最優秀賞）】 

日方小学校  西川 優音（にしかわ ゆうと）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おくりものをよんで 

にしかわ ゆうと 

ぼくは、このほんのたいとるをきにいってよんでみたいとおもいえらびました。 

このほんは、はりねずみくんがじぶんのはりがきらいだったけど、くまさんのはなしを

きいてじぶんにもなにかできることがあるとおもい、はりをつかってまふらあをつくった

おはなしです。 

このほんをよんでいちばんこころにのこったところは、くまさんが「おおきいからでき

ることもあるんだ」といってはりねずみくんをきのえだにのせたところです。くまさんの

ことばをきいてはりねずみくんにもなにかできることがあるかなとかんがえるきっかけに

なったことばだからです。 

はりねずみくんのきらいだとおもっていたはりであみものをつくるのは、ぼくもすてき

なことだとおもいました。もりのみんながまふらあをもらったおれいにはなのたねをうえ

てくれて、はりねずみくんのはりのあいだにはなをたくさんさしました。 

ぼくは、はりねずみくんにおともだちといっしょにあいさつができるようになってよか

ったねといってあげたいです。 

 ぼくのきらいなところもすきにかわっていけるようになりたいです。 

 

 

 



【『夢』どきどき賞（優秀賞）】 

亀川小学校  山川 大誠（やまかわ たいせい）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北野上小学校  中尾 太星（なかお たいせい）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あおいかきごおりたべたいな 

やまかわ たいせい 

 ぼくは、カメレオンがかきごおりやになったらおもしろそうだとおもったから、このほ

んをよみました。 

 ぼくだったらあおいかきごおりをたべたいなとおもいました。なぜなら、ぼくはさかな

がすきなのでうみにいってさかなをとってかってみたいとおもったからです。 

 ぼくは、とうめいにもなりたいです。とうめいになってじぶんがやりたいことをぜんぶ

かってにやりたいです。あと、むしをいっぱいとりたいです。 

 でも、こおりにはなりたくないです。だってとけてきえてしまったら、さかなやむしを

さわれないし、おともだちとあそべないからです。 

 カメレオンがいろいろないろにかわれていいな。ぼくもいろいろないろにかわりたい

な。 

 

おうさまのこどもたちをよんで 

なかお たいせい 

おうさまは、あたらしいおうさまをきめるため、１０にんのこどもにひとびとのくらし

をよくみて、このくにをどうすればいいのかをかんがえるようにいいました。１０にん

は、それぞれまちへでて、さがしにいき、みんなにゆめができました。 

 みんなのねがいがかない、よかったとおもいました。みんな、いろいろなゆめをもって

いて、かっこいいとおもいました。みんな、ひとりひとりのことをおもっていて、たのし

くくらしていて、いいなとおもいました。 

 ぼくもいろいろなひとのことをおもえるひとになりたいです。 

 ぼくのゆめは、いえをつくるだいくさんになることです。みんな、うれしく、たのしく

くらせるひろいおうちをたてたいからです。 

 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

黒江小学校 中村 瑞希 （なかむら みずき）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野上小学校 大瀬 あかり（おおせ あかり）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

「かめれおんのかきごおりや」をよんで 

おおせ あかり 

 このほんは、かめれおんがたびをしながらかきごおりをつくるおはなしでした。 

 かきごおりやさんにきたひとは、みんなかなしそうでした。でもかきごおりをたべたひ

とは、みんなげんきになりました。 

 わたしのすきなばめんはしろくまさんがうみにいったみたいでたのしそうだったところ

です。わたしもうみにいきたいです。 

 かめれおんがじぶんのいろがわからなくなってかなしそうでした。わたしはかめれおん

がげんきをだしてほしいとおもいました。 

 でもそのあとににじがでてきてかめれおんがにじいろになってうれしそうでした。 

 わたしもかめれおんのようにいろんないろになりたいし、かめれおんのつくったにじい

ろかきごおりをたべてみたいです。そして、かめれおんといっしょにたのしいきもちにな

りたいです。 

 

なんとようひんてんをよんで 

なかむら みずき 

わたしは、「なんとようひんてん」というほんをえらびました。なぜなら、ほんのひょう

しに、さるのかたちをしたランドセルやめろんぱんのぱんつなどいろいろなどうぶつのふ

くがあったからです。どんなはなしかなこころがわくわくしました。 

 おみせにはいると、いろいろなどうぶつのふくやたべもののぼうしがありました。 

わたしは、どうやってつかうのかなとわくわくしました。 

 わたしがいちばんわくわくしたところは、およげないひとでもおよげてしまう、おさか

なみずぎとゆらゆらただようクラゲみずぎをきてうみでおよいでいるところです。 

うみのなかは、とてもきれいでわたしもすいすいおよいでみたいとおもいました。 

もしわたしがなんとようひんてんにいけたら、いちばんさいしょにきてみたいとおもいま

した。 

 わたしもおもしろいふくをかんがえてみたいとおもいました。 


